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置換 τ ∈ Snが π ∈ Sk pattern avoiding であるとは如何なる τ の部分
列 τ(i1)τ(i2) · · · τ(ik)(1 ≤ i1 < i2 < · · · < ik ≤ n)に対してもその大小関
係が πと異なる時をいう。pattern avoiding は置換の性質を表す言葉と
してしばしば現れる。一方で半順序集合P およびQにおいてP がQ-free
であるとは、P がQを部分半順序集合として含まない時をいう。置換お
よび半順序集合において定義されたこれらの条件は部分集合におけるパ
ターンに着目する点において互いに似通っていると考えられる。
対称群Snの元ωに対してLehmer code c(ω) = (c1(ω), c2(ω), . . . , cn(ω))

（ただし ci(ω) = ♯{j | ω(i) > ω(j), i < j}）を定めることができる。弱
Bruhat順序において ω以下となる元の集合Λωに対応する Lehmer code
の集合 c(Λω)はNnにおける直積順序のもとで分配束となることが知られ
ている。c(Λω)は分配束ゆえ join irreducibleとなる部分半順序集合P (ω)
における ideal全体に包含関係を入れたものと順序同型となる。とくに
P (ω)を base posetという。[1] DenoncourtはLehmer codeから定まる分
配束 c(Λω)およびその base posetP (ω)の表示を [2]において与えた。今
回対称群の元ωおよび、P (ω)の間に以下の関係があることを見つけたの
で報告する。

定理 1. ωが 3412 pattern avoiding もしくは 3421 pattern avoiding であ
ることと P (ω)がB2 freeであることは同値である。ただしB2はランク
が 2のBoole代数である。

参照文献

[1] G. Birkhoff, Lattice Theory, Amer. Math. Soc. Colloq. Publ. No. 25,
Americam Mathematical Society, Providence, RI, 1967.

[2] H. Denoncourt, A refinement of weak order intervals into distributive
lattices, arXiv:1102.2689.




	tomie.pdf
	hakushi.pdf

